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ア
ジ
ア
で

一
番
新
し
い
国

・
ク
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス

・
地

政
学
的
に
極
め
て
重
要
な
位

置
に
あ
る
民
主
国
家

。
東
テ

ィ
モ
ー
ル
。
今
月
２０
日
に
は

２
０
０
２
年
５
月
２０
日
の
独

立
回
復
か
ら
早
や
２１
年
を
迎

え
ま
す
。
（
独
立
回
復
式
正
（

が
行
わ
れ
た
土
地
を
予
め
整

備
し
た
の
は
、
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ

Ｏ
施
設
部
隊
で
あ

っ
た
こ
と

が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
）回

違
外
交
推
進
を
重
視

し
、
非
同
盟
中
立
を
掲
げ
つ

つ
、
日
本
を
は
じ
め
米
国

。

オ
ー
ス
ト
一フ
リ
ア

・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア

・
ポ
ル
ト
ガ
ル

・
Ｅ

Ｕ

。
中
国

。
韓
国
な
ど
諸
外
国

と
し
た
た
か
な
外
交
を
展
開
、

国
益
の
確
保

。
必
要
な
支
援
獲

得
に
違
進
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
づ
く
り
は
道
半

ギ
ニ^
）資

源
依
存
経
済
か
ら
の
脱
却

を
目
指
す
も
未
だ
自
国
産
業
は

育
た
ず
、
日
本
と
は
真
逆
に
人

口
増
加
を
続
け
る
若
者
た
ち
の

雇
用
問
題
は
深
刻
で
す
。
同
国

政
府
は
、
多
く
の
若
者
を
韓
国

。
英
国

。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等

へ
出
稼
ぎ
に
派
遣
。
更
に
カ
ナ

ダ

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
そ
し

て
日
本
に
も
受
け
入
れ
を
要
請

し
て
い
ま
す
．

ち
な
み
に
日
本
に

つ
い
て

は
、
現
在
、
技
能
実
習
生
制
度

の
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
初
の
技
能

実
習
生
数
名
が
間
も
な
く
来
目

予
定
で
す
ｃ
バ
イ
ロ
ッ
ト
ケ
ー

ス
で
あ
り
、
彼
ら
の
頑
張
り
に

期
待
す
る
と
共
に
日
本
側

「監

理
団
体
」
、
「受
け
入
れ
機
関
」

の
皆
さ
ん
の
誠
実
な
対
応
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
先

月
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
を
訪
間
し

た
際
に
、
技
能
実
習
生
と
し
て

来
目
す
る
予
定
の
皆
さ
ん
に
も

お
会
い
し
ま
し
た
。
目
本
語
で

自
己
紹
介
す
る
希
望
に
満
ち
な

が
ら
も
不
安
を
隠
せ
な
い
姿
を

目
の
当
た
り
に
す
る
と
き
、
彼

ら
が
日
本
に
来
て
よ
か

っ
た
と

思
え
る
よ
う
な
滞
在
に
な
る
こ

と
を
、
ま
た
、
将
来
、
日
本
を

好
き
に
な

っ
て
帰
国
し
て
も
ら

い
た
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
が
湧

き
上
が

っ
て
参
り
ま
し
た
。
僕

自
身
、
彼
ら
の
サ
ポ
ー
ト
に
努

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
決
意
を
新
た
に
い
た
し
ま

し
た
。
（
東
テ

ィ
モ
ー
ル
の
場

合
、
「
送
り
だ
し
機
関
」
は
民
間

組
織
で
は
な
く
政
府
組
織

（
Ｓ

Ｅ
Ｆ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
）
で
あ
り
、
技
能

実
習
生
が

「送
り
だ
し
機
関
」

か
ら
多
額
の
借
金
を
抱
え
て
来

日
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）

東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
常
に
輸
入

超
過
で
あ
り
、
主
な
輸
出
品
は

僅
か
に
天
然
ガ
ス
と
コ
ー
ヒ
ー

に
留
ま
り
ま
す
。
し
か
も
、
長

年
国
家
財
政
を
支
え
て
き
た
バ

ユ
ウ
ン
ダ
ン
ガ
ス
田
は
枯
渇

し
、
新
し
い
グ
レ
ー
タ
ー

・
サ

ン
ラ
イ
ズ
ガ
ス
出
の
開
発
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
調
整
未

了
の
た

め
着
手
時
期
す
ら
不

明
。
そ
の
間
に
、
国
家
財
政
の

ほ
ぼ
８
割
を
賄

っ
て
き
た
原
資

で
あ
る

「石
油
基
金
」
の
食
い

つ
ぶ
し
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
（こ

れ
ま
で
、
バ
ユ
ウ
ン
ダ
ン
ガ
ス

田
の
天
然
ガ
ス
は
、
海
底
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
送
ら
れ
て
液

化
。
年
間
３
０
０
万
ト
ン
の
全

て
を
日
本
に
輸
出
ｃ
東
テ
ィ
モ

ー
ル
は
、
そ
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

を
米
国
に
て

「石
油
基
金
」
と

し
て
積
み
立
て
、
国
づ
く
り
の

た
め
に
少
し
づ
つ
切
り
崩
し
て

使
用
ｃ
外
務
省
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
と

２
０
２
■
年
現
在
、
「
石
油
基

金
」
残
高
は
、
約
１
７
７
億
ド

ル
）昨

年
１１
月
の
ア
セ
ア
ン
首
脳

会
談
は
、
２
０
■
上
年
か
ら
中

請
し
て
来
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の

ア
セ
ア
ン
加
盟
を
承
認
し
ま
し

た
。
し
か
し
具
体
的
加
盟
時
期

は
未
定
Э
日
本
と
し
て
は
、
ア

セ
ア
ン
ー０
か
国
と
緊
密
な
信
頼

関
係
を
維
持
し
つ
つ
、
東
テ
ィ

モ
ー
ル
の
加
盟
時
期
決
定
ま
で

の
期
間
短
縮
に
寄
与
す
る
よ
う

な
、
ま
た
、
ア
セ
ア
ン
加
盟
を

先
取
り
す
る
支
援
や
ア
セ
ア
ン

関
連
会
議
等

へ
の
招
聘
を
積
極

的
に
実
施
し
て
行
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
東
テ
ィ
モ
ー

ル
に
対
す
る
中
国
の
進
出
は
大

変
顕
著
で
す
。
中
国
が
整
備
し

た
と
い
う
多
く
の
通
路
は
、
首

都
デ
ィ
リ
か
ら
第
２
の
都
市
バ

ウ
カ
ウ
ま
で
の
約
■
２
０
』
の

道
路
を
含
め
、
現
時
点
で
は
と

て
も
綺
鹿
で
快
適
で
し
た
。
所

要
時
間
も
こ
れ
ま
で
３
時
間
半

く
ら
い
か
か

っ
て
い
た
も

の

が
、
今
や
２
時
間
半
ぐ
ら
い
に

短
縮
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
道
路
、
も
と
も

と
は
、
日
本
が
東
テ
ィ
モ
ー
ル

に
対
す
る
世
界
初
の
円
借
款
で

造
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
行
わ

れ
た
入
札
て
、
落
札
し
た
の
は

２
工
区
と
も
中
国
の
企
業
の
愕

然
と
し
ま
し
た
。

今
月
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ

ッ
ト

を
前
に
行
わ
れ
た
岸
国
首
相
の

ア
フ
リ
カ
諸
国
訪
問
時
、
エ
ジ

プ
ト
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
目

的
と
し
て
、
カ
イ

ロ
都
市
圏
南

西
部
に
地
下
鉄
を
建
設
す
る
た

め
■
０
０
０
億
ド
ル
を
隈
度
と

す
る
円
借
款
の
書
簡
の
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の

大
規
模
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
、
よ

も
や
中
国
の
企
業
が
落
札
す
る

と
い

っ
た
事
態
が
生
起
す
る
こ

と
は
無
い
と
信
じ
ま
す
。
何
と

し
て
も
、
目
本
の
企
業
が
落
札

す
る
こ
と
を
願

っ
て
上
み
ま
せ

ん
の東

テ
ィ
モ
ー
ル
は
、
デ
ィ
リ

港
を
旅
客
船
の
フ

ェ
リ
ー
専
用

と
し
、
新
た
に
近
郊
の
テ
ィ
バ

ー
ル
を
埋
め
立
て
て
貨
物
用
の

港
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

２
基
や
積
ま
れ
た
コ
ン
テ
ナ
が

見
え
ま
し
た
。
現
在
は
、
夜
だ

け
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
こ

と
で
、
動
き
を
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
建
設
に

当
た

っ
て
は
、
中
国
か
ら
大
き

な
支
援
が
提
供
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
巻
間
言
わ
れ
る

「債

務
の
ワ
ナ
」
に
陥
ら
な
い
こ
と

を
願

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

今
回
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
訪
間

は
、
２
０
■
９
年
以
来
で
し
た
。

僕
た
ち
の
ガ
イ
ド
兼
ド
ラ
イ
バ

ー
さ
ん
は
こ
ん
な
こ
と
を
話
し

て
い
ま
し
た
。
「
道
路
の
両
サ

イ
ド
の
日
用
品

・
ス
ー
パ
ー

・

電
気
器
旦
′
・
、　
自
動
車
や
オ
ー
ト

バ
イ
の
整
備

。
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
を
見
て
く
だ
さ
い
。
あ
れ
も

こ
れ
も
い
ず
れ
も
中
国
人
の
お

店
で
す
」

日
本
と
の
関
係
は
良
好
で

独
立
回
復
創
年
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
と

す

し
か
し

か

`1)て
(こ
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東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
お
け
る
日
本

の
存
在
感
は
ど
こ
か
薄
く
な

っ

て
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
ん
な
感
じ
も
致
し
ま
し
た
。

ク
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
同
国

は
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
国
際

観
を
共
有
す
る
ア
ジ
ア
の
民
主

国
家

ｏ
日
本
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

圏
諸
国
共
同
体

（
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
）

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
入
り
を
認
め
た

ッ
ト
首
脳
会
議

主
催
口

・
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ

諸
国
２０
か
国
か
ら
成
る

ｇ
＋
７

を
リ
ー
ド
し
て
い
る
国

。
資
源

小
国
日
本
の
身
近
―‐こ
存
在
す
る

ア
ジ
ア
の
天
然
ガ
ス
供
給
国

。

日
本
が
重
視
す
る
ア
セ
ア
ン
の

Ｈ
番
目
の
加
盟
国
に
な
る
国

。

「自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太

平
洋
」
実
現
に
向
け
た
パ
ー
ト

ナ
ー
国
。中
国
と
親
し
い
国
。民

主
国
家
の
国
軍

（
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ｄ
Ｔ

Ｌ
）
に
対
す
る
能
力
構
築
支
援

や
防
衛
大
学
校

へ
の
留
学
生
を

受
け
入
れ
て
い
る
国

（
２
０
２

３
年
３
月
時
点
で
”
名
の
若
手

士
官
が
卒
業
）
。
小
国
な
が
ら
東

テ
ィ
モ
ー
ル
は
日
本
に
と

っ
て

極
め
て
重
要
な
国
な
の
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
独
立
回
復
か

ら
今
日
ま
で
の
２１
年
間
、
東
テ

ィ
モ
ー
ル
を
訪
問
し
た
我
が
国

の
首
相
は
誰

一
人
い
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
看
過
し
て
良
い
は
ず

が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
同
国
は
、
独
立
回
復
記
念

日
の
翌
日
５
月
鈍
日
に
行
わ
れ

る

「国
民
議
会
」
選
挙
の
真

っ

只
中
に
在
り
ま
す
。
■
院
制
。

全
６５
議
席
。
全
て
比
例
代
表
制

で
選
出
。
総
人
口
約
■
３
０
万

人
、
平
均
年
齢
１８
歳
。
選
挙
権

は
１７
歳
か
ら
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル

の
投
票
率
は
、
こ
れ
ま
で
も
毎

回
「
％
以
上
の
高
率
。
若
者
も

積
極
的
に
投
票
し
て
お
り
、
い

わ
ゆ
る

「
シ
エ
ア
民
主
主
義
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

選
挙
管
理
委
員
会
に
登
録
さ

れ
た
政
党
の
数
は
、
な
ん
と
１７
。

饉
か
■
３
０
万
人
の
人
口
の
下

で
、

１７
も
の
政
党
が
完
全
比
例

代
表
制
で
議
席
確
保
を
日
指
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
■
党
の
み

確
保
し
、
長
期
安
定
政
権
を
発

足
さ
せ
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
フ

レ
テ
リ
ン

（ル

・
オ
ロ
党
首

¨

前
大
統
領
　
現
在
２３
議
席
）
及

び
Ｃ
Ｎ
Ｒ
Ｔ

（ク
ス
マ
ン
党
首

一
元
首
相

。
元
大
統
領
　
現
在

２１
議
席
）
の
２
大
政
党
は
、
単

独
過
半
数
獲
得
を
目
指
し
て
全

し
て
、
完
全
な
シ
ビ
リ
ア
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
政
治
優
先

の
下
に
あ
り
ま
す
。

日
本
と
し
て
は
、
東
テ
ィ

モ
ー
ル
国
民
議
会
選
挙
の
行

方
を
注
視
し
つ
つ
、
独
立
回

復
劉
年
目
の
本
年
か
ら
５
年

間
を
担
う
新
政
権
が
抱
え
る

懸
案
事
項
を
も
予
め
し

っ
か

ル
ア
ク

（
Ｐ
Ｌ
Ｐ
党
首

一
元
大
統

そ
し
て
新
政
権
発
足
に
際
し

て
は
、
速
や
か
に
目
に
見
え

る
施
策

・
行
動
を
通
じ
て
緊

密
な
信
頼
関
係
構
築
に
努
め

領

■
九
国
軍
司
令
官

議
席
）

（
Ｐ
」
Ｐ

・
フ
レ
テ
リ
ン

ン
ト
　
現
在
３
党
合
計
３６
議

て
行
く
。

席
）
が
政
権
を
維
持
出
来
る
か
、　
　
全
く
予
断
を
許
さ
な
い
厳

或
い
は
ク
ス
マ
ン
氏
が
政
権
を

し
い
国
際
情
勢
等
の
中
で
、

奪
取
し
首
相
に
返
り
咲
く
か
、
　

我
が
国
の
圏
益
を
路
ま
え
た

単
独
政
権
か
、
連
立
政
権
と
す

方
途
で
あ
る
と
思
料
し
ま

れ
ば
そ
の
組
み
合
わ
せ
如
向
。

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
政
治
的
民

主
化
度
は
、
ア
セ
ア
ン
ー０
か
国

北
原
　
巖
男

（き
た
は
ら
い

よ
り
も
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

わ
お
）
　

一九
防
衛
施
設
庁
長

ま
で
の
選
挙
は
民
主
的
に
整
斉

官
。
元
東
テ

ィ
モ
ー
ル
大

と
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
に
つ
い

使
。
現
日
本
東
テ
ィ
モ
ー
ル

て
、
国
民
は
こ
れ
を
受
け
入
れ

協
会
会
長
。

（
公
社
）
隊
友

て
来
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
　

会
理
事


